
の
適
時
打
で

口
に
は
石
原

1
点
を
追
加

吉
原
と
力
根

＼
くモ
ノく

県大会 メ

父
と
同
じ
4
番
支
え
に

"

,

…

＼

▽

,

二

拓大紅陵3年片岡 妬罵捕手

「一
番
最
初
に
打
つ
ぞ
」

一
回
二
死
、
四
球
で
出
た
走
者

は
二
塁
。
内
角
に
鋭
く
来
た
直
球

を
し
っ
か
り
捉
え
る
と
、
打
球
は

三
遊
間
を
抜
け
、
先
制
点
を
演
出

し
た
。
「
父
と
同
じ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

て
、
3
年
間
野
球
に
す
べ
て
を
注

い
で
き
た
」
。
父
の
将
義
さ
ん
は

拓
大
紅
陵
が
最
後
に
夏
の
甲
子
園

に
出
場
し
た
時
の
4
番
打
者
。
幼

少
期
に
動
画
で
見
た
甲
子
園
で
活

躍
す
る
父
の
姿
に
憧
れ
、
拓
大
紅

陵
野
球
部
の
門
を
た
た
い
た
。
練

習
試
合
の
後
は
家
で
父
と
の
反
省

会
が
恒
例
。
「
も
っ
と
肩
を
し
め

ろ
」
な
ど
課
題
点
を
指
摘
し
て
も

ら
う
。
力
強
い
ス
イ
ン
グ
を
獲
得

す
る
た
め
、
1
日
に
6
回
の
食
事

を
と
り、
体
重
増
加
に
も
励
ん
だ
。

そ
う
し
て
父
と
同
じ
4
番
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
年
の
秋
大
会、
千
葉
学
芸
戦
。

自
身
の
配
球
ミ
ス
か
ら
敗
北
し

た。
浮
か
な
い
顔
で
帰
宅
す
る
と
、

「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
下
を
向
い
て

い
た
ら
勝
て
な
い
ぞ
」
と
将
義
さ

ん
。
そ
の
言
葉
で
、
「
支
え
て
く

れ
た
父
と
チ
ー
ム
に
恩
返
し
を
し

よ
う
」
と
目
が
覚
め
た
。

こ
の
日
の
相
手
は
東
海
大
市
原

望
洋
。
高
校
時
代
に
父
の
打
席
で

演
奏
さ
れ
た
「
狙
え
紅
陵
」
で
背

中
を
押
さ
れ
、
チ
ー
ム
最
多
の
2

得
点
を
記
録
し
た
。
「
後
悔
し
な

い
夏
に
し
た
い
」
。
ま
た
一
歩
キ

偉
大
な
父
に
近
づ
い
て
い
く
。

(
中
沢
新
、
中
井
結
子
)

《
ち

　
　
　

「
右
下
の
奥
歯
が
痛
い
の
で
診

て
ほ
し
い
」

歯
科
医
院
で
は
こ
の
よ
う
な
訴

え
を
よ
く
耳
に
し
ま
す。
し
か
し
、

詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
実
際
の

原
因
は
右
上
の
奥
歯
な
ど
別
の
場

所
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
悪
著
さ
ん
自
身
は
痛
む
場
所

を
は
っ
き
り
感
じ
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
本
当
の
原
因
が
別
に
あ
る

こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん

。

1
こ
の
よ
う
な
現
象
を
歯
科
で
は

「
関
連
痛
」
と
呼
び
ま
す
。
歯
や

あ
ご
、
顔
の
感
覚
は
複
雑
な
神
経

に
よ
っ
て
脳
へ
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
脳
が
痛
み
の
発

痛みの厭園繭膿判断禁物

東
海
大
浦
安1
2
1
5
流
山
南

東
海
大
浦
安
が
八
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
。
二
回
、
打
者
一
巡
の

猛
攻
で
5
得
点
を
挙
げ
る
と
、

三
回
に
も
稲
本
の
3
点
適
時
;

塁
打
で
突
き
放
し
、
そ
の
後
も

追
加
点
を
奪
っ
た
。
流
山
南
は

相
手
の
失
策
な
ど
で
5
点
を
返

し
た
も
の
の
、
打
線
が
つ
な
が

ら
ず
及
ば
な
か
っ
た
。

且 )、口 ′v、 N . 一 零 し 、 燭隊 醐-- …---- …柳-…-…-…-…………---- …-- 曲…………-咽m- ーーー…ーー……"

る
た
め
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
補

お
う
と
、
目
で
よ
く
見
る
こ
と

を
意
識
し
、
打
球
へ
の
反
応
速

度
を
磨
い
て
き
た
。
七
回
に
は

左
翼
線
へ
の
打
球
に
ダ
イ
ビ
ン

グ
キ
ャ
ッ
チ
を
試
み
る
な
ど
、

バ
ッ
ト
の
代
わ
り
に
守
備
で
盛

り
上
げ
た
。
,

卒
業
後
は
大
学
に
進
学
し
、

理
学
療
法
士
を
目
指
す
。
過
去

に
け
が
を
し
た
際
、
理
学
療
法

士
に
支
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
す
る
人

を
、
今
度
は
自
分
が
助
け
る
立

場
に
な
る
」
。
夢
に
向
か
っ
て

決
意
を
新
た
に
し
た
。

会
ま
う
の
試
論
V

▽
2
回
戦

◇÷
県
野
球
場÷
◇

千
葉
明
徳
ー
千
葉
英
和(
8
時4
5
分
)

千
葉
南
ー
市
立
船
橋
(1
1
時1
5
分
)

日
大
習
志
野
ー
中
央
学
院

◇÷
柏
の
葉
公
園
野
球
場÷
◇

専
大
松
戸
ー
四
街
道
(
8
時4
5
分
)

柏
ー
明
聖

(1
1
時1
5
分
)

東
葉
十
佐
倉

(
篇
時4
5
分
)

◇
÷
な
ご
み
の
米
屋
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
フ

◇三
船
橋
市
民
球
場÷
◇

渋
谷
幕
張
ー
秀
明
八
千
代
,
(
8
時4
5
分
)

小
金
ー
八
千
代

(1
1
時1
5
分
)

◇
↓京
葉
ガ
ス
ク
ラ
シ
モ
ス
タ
ジ
ア

ム
浦
安÷
◇

昭
和
秀
英
ー
柏
中
央
(
8
時4
5
分
)

二
松
学
舎
柏
1
わ
せ
が
く(11
時1
5
分
)

◇◆
柏
の
葉
公
園
野
球
場÷
◇

桜
林
ー
芝
浦
工
大
柏
(
8
時4
5
分
)

柏
の
葉
十
千
葉
東

(1
1
時1
5
分
)

◇
÷
ゼ
ッ
ト
エ
ー
ポ
ー
ル
パ
ー
ク
ー

◇君
津
ー
大
原
・
茂
原
樟
陽

大
多
喜
ー
船
橋
古
和
釜(1
1
時1
5
分
)

　
　
　
　

　

試
合
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら
鯵

=
休
日
救
急
診
療
所
(
2
4
4
0
5
3

5
3
)
▽
産
=
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
2
4

4
9
0
2
0
2
)
◇
夜
間
▽
内
、
小
=

夜
間
応
急
診
療
(
2
7
9
0
3
1
3
1
)

▽
外
、
整
=
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
2
4
4

0
8
0
8
0
)
唖
中
原
一
同
(2
2
0
0

露霜箆83888ふ8?8f〒

が
継
投
し
、
リ
ー
ド
を
守
り
き
ー
点
の
好
機
を
作
っ
た
が
、
届
か

た
。

に
な
ろ
う
」
。
そ
う
互
い
を

っ
た
。
千
葉
学
芸
は
九
回
に
同
ー
な
か
っ
た
。

*
泉
酸璽
灘
メ
ー
、

小
学
生
の
頃
か
ら
速
い
直
球

舞
し
合
っ
て
き
た
。

同
日

力
強
い
速
球
を
放
っ
た
千
葉
商
の
石
黒
投
手
(1
1
日
)

R
U
　　

立元 (FP咲き)(11 日)
=≧詩寺精読羨ま最震彦

⑭
ー・
千
葉
商
の
注
目
右
腕
6

石
黒
幸
孝
投
手
(
3
年
)
が
初

戦
で
姿
を
消
し
た
。
・

1
点
リ
ー
ド
の
六
回
、
突
如

制
球
が
乱
れ
た
。
単
打
と
二
つ

の
四
球
で
満
塁
の
ピ
ン
チ
を
作

る
と
、
死
球
を
与
え
、
押
し
出

し
で
同
点
に
。
さ
ら
に
四
球
で

押
し
出
し
と
な
り
、
3
点
を
失

っ
た
。
こ
の
回
は
、
球
場
の
整

備
休
憩
直
後
。
「
オ
ン
オ
フ
を

切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
と
唇
を
か
ん
だ
。

苦
い
経
験
が
あ
る
。
3
年
の

春
大
会
の
銚
子
商
戦
で
、
2
イ

ニ
ン
グ
と
3
分
の
1
で
6
四
死

球
と
、
相
手
に
反
撃
の
機
会
を

　

　
　
　

　

与
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
試
合

に
限
ら
ず
、
制
球
が
課
題
と
な

っ
た
大
会
だ
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ

ク
ゾ
ー
ン
内
で
投
げ
分
け
る
意

識
で
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
ス

ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
を
狙
う
考
え

方
に
切
り
替
え
た
。
す
る
と
、

ス
ト
ラ
イ
ク
率
が
高
ま
り
、
完

投
能
力
の
あ
る
投
手
へ
と
進
化

し
た
。
こ
の
日
は
五
回
ま
で
ス
ト
ラ

イ
ク
ゾ
ー
ン
に
ど
ん
ど
ん
投
げ

込
む
理
想
の
投
球
が
で
き
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
に
「
六
回
の
3

点
が
本
当
に
悔
し
い
」
。
目
標

の
進
路
は
プ
ロ
。
「
今
日
の
六

回
を
今
後
の
課
題
に
し
た
い
」

大
家
好
投
7
K

学
館
浦
安
ー
ー
o
東
京
学
館

学
館
浦
安
が
東
京
学
館
と
の

投
手
戦
を
制
し
た
。
先
発
◎
大

家
が
7
奪
三
振
の
好
投
で
投
げ

き
っ
た
。'
打
っ
て
は
五
回
無
死

三
塁
、
玉
川
の
右
適
時
打
で
貴

重
な
得
点
を
奪
っ
た
。
東
京
学

館
は
先
発
◎
間
宮
が
序
盤
に
安

定
し
た
投
球
を
見
せ
た
が
、
1

点
が
遠
か
っ
た
。

r

.

「
こ
こ
で」△
本
心
ク
古m射れ
"

東
邦
大
東
邦
全口
住

⑪
ー.
1
点
取
っ
て
リ
ー
ド
し

た
六
回
二
死
二
、
三
塁
。
海
老

原
孝
監
督
が
「
こ
こ
で
相
手

を
突
き
放
し
た
い
。
決
め
て

き
て
く
れ
」
と
、
吉
住
大
河
選

手
(
2
年
)
に
託
し
た
。
「
し

っ
か
り
引
き
つ
け
て
、
狙
い

球
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
も
の
に

す
る
」
。
3
球
目
を
捉
え
、
左

中
間
に
2
点
適
時
打
を
放
っ

本
塁
を
狙
っ
た
走
者
は
、
好
返

球
に
惜
し
く
も
タ
ッ
チ
ア
ウ

ト
。
後
続
も
倒
れ
、
ナ
イ
ン
の

　
　
　 　　

人て
で白

た

。

,

小
学
生
の
頃
か
ら
速
い
直
球

を
打
つ
の
が
楽
し
か
っ
た
。
高

校
生
に
な
っ
て
も
そ
の
強
み
を

生
か
す
た
め
、
毎
日
寝
る
前
の

5
0
回
の
素
振
り
は
欠
か
さ
ず
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
の
速
度

は
最
高
値
に
設
定
し
た
。

し
か
し
、
実
戦
の
打
席
で
は

緊
張
か
ら
か
、
思
い
切
り
バ
ッ

ト
を
振
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
悩
ん
で
い
た
時
、
初
球
か

ら
思
い
切
り
振
り
に
い
く
ス
タ

イ
ル
の
今
西
英
介
選
手(
2
年
)

を
見
て、
自
身
の
支
え
に
し
た
。

「
2
人
で
一
緒
に
打
て
る
選
手

打
席
に
立
つ
東
邦
大
東
邦

の
吉
住
選
手
(
旦
日
)

た
。
た
だ
、
逆
境
を
は
ね
返
す

力
な
ど
、,
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
精

神
面
で
の
成
長
に
確
か
な
手
応

}

1

ぶ
し
0

に
な
ろ
う
」
。
そ
う
互
い
を
鼓

舞
し
合
っ
て
き
た
。

こ
の
日
の
打
席
で
、
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
今
西
選
手
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
よ
り
高
ま
っ

た
。「
得
意
の
打
撃
を
生
か
し
、

ど
ん
な
苦
難
も
仲
間
と
一
緒
に

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

糟
⑩
嬢
篭
圏

2
回
猛
攻
5
得
点

難
聴
負
け
ず
守
備
磨
く

光
葵◎
安
蒜

⑭
i
l
点
を
追
う
九
回
二
死

二
塁
、
一
打
同
点
の
好
機
。
光

葵
V
B
R
I
T
A
S
の
安
蒜
治

真
選
手
(
3
年
)
は
「
何
と
か

打
っ
て
同
点
に
L
と
打
席
に
立

っ
た
が
、
打
球
は
勢
い
な
く
し

失
点
織
機
最
後
ま
で
堂
々

生
源
を
正
確
に
判
断
で
き
ず
、
別

の
場
所
の
痛
み
と
し
て
感
じ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
上
の

歯
の
病
気
を
下
の
歯
の
痛
み
と
勘

違
い
し
た
り
、
逆
に
下
の
歯
の
異

常
を
上
の
歯
の
痛
み
と
感
じ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
歯
そ
の
も
の
に
異
常

が
な
く
て
も
、
歯
が
痛
い
よ
う
に

感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
強
い
食
い
し
ば
り
や
歯
ぎ
し

り
に
よ
る
筋
肉
の
疲
労
、
顎
関
節

ぴ
く
う

の
不
調
、
副
鼻
腔
炎
な
ど
が
原
因

で
歯
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
肩
や
首
の
筋
肉
の
緊
張

が
関
係
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
「
歯
が
痛
い
=
虫
歯
」
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
痛
み
を
感
じ
る
歯

だ
け
を
見
て
原
因
を
決
め
つ
け
る

と
、
本
当
の
原
因
を
見
逃
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
医

師
は
問
診
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

内
=
清
水
三
郎
医
院
(2
5
-
0
7
7
6
)

▽
外
=
菅
原
(2
5
0
1
1
7
1
)
1【
夷

隅
郡
市
一
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
0
1
2
0

0
1
4
3
◎
2
5
1
)
【
市
川
一
同
(
o

1
2
0

0
2
4
1

0
5
9
6
)
【
浦
安
M

同
(
0
1
2
0
02
4
o
9
2
5
0
)
【
鎌

ケ
谷
一
同
(
4
4
5
0
2
3
0
0
)
【
習

志
野
一
同
(
4
5
2
0
9
9
0
0
)【
船

橋
]
同
(
0
1
2
0

0
2
7
8
4
9
37
)

【
八
千
代
一
同
▽
内
、
小
(
4
8
2
0

6
8
7
0
)
▽
外
、
そ
の
他
(
4
8
2

06
8
7
1
)
【
成
田
一
急
病
診
療
所

(
事
前
に
電
話
、
27
0
1
1
1
6
)
▽

内
、
小
、
外
(
午
前1
0
時
~
午
後
5
時
)

▽
内
、
小
(
午
後
7
~1
1
時
)【
佐
倉
一

テ
レ
ホ
ン
案
内
(
4
8
4
0
2
5
1
6
)

【
印
西
o
白
井
一
消
防
本
部
指
揮
指
令

課
(
0
4
7
6
0
垢
o
9
9
8
1
)
【
松

戸
一
テ
レ
ホ
ン
案
内
(
3
6
6
0
0
0

1
0
)
【
柏
一
同
(
7
1
6
3

0
0
1

1
9
)
【
流
山
一
平
日
夜
間
o
休
日
診

療
所
(
事
前
に
電
話
、
7
1
5
5
0
3

4
5
6
)
【
我
孫
子
M
テ
レ
ホ
ン
案
内

(
7
1
8
7

0
7
0
2
0
)
内
野
田
一

消
防
署
(
7
1
2
4

0
0
1
1
9
)
-

「
公
開
取
り
締
ま
り
-

【1
2
日
】
◇
昼
間
▽
速
度
=
高
速
道

路
全
線
▽
あ
お
り
運
転
=
高
速
道
路
全

線
◇
夜
間
▽
速
度
=
高
速
道
路
全
線
▽

飲
酒
=
緑
区
、
高
速
道
路
全
線

【1
3
日
】
◇
昼
間
▽
速
度
=
緑
区
、

船
橋
市
、
野
田
市
、
香
取
市
、
旭
市
、

大
多
喜
町
、
勝
浦
市
、
市
原
市、
十島
速

口
腔
内
の
診
査
な
ど
を
通
じ
て
、

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

も
し
歯
の
痛
み
が
続
く
場
合

は
、
「
こ
の
歯
が
悪
い
に
違
い
な

い
」
と
自
己
判
断
せ
ず
、
歯
科
医

師
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

痛
む
場
所
と
原
因
の
場
所
が
異
な

る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
だ
け
で

も
、
適
切
な
治
療
へ
の
大
き
な
一

歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

(
県
歯
科
医
師△
5

健康長寿の合言葉園　
　　
　
　　

　　　　　　　
　

　
　
　

　
　

　　

--
「

ノ
ふ

「
8
0
2
9
運
動
」
P
R
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

も
ぐ
じ
い

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

読
売・
日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

------ …------- 第 ド理書店 ド 1 日 ( 30学 や 出いすを り 3 ミ
【
錦
糸
町
】
錦
糸
町
駅
ビ
ル
「
テ
ル

ミ
ナ
」
6
階
盤
鰐
o
5
6
2
5
0
2
1

3
ー
◇
お
す
す
め
講
座
◎
土
曜
ゆ
っ
く
‘

り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
英
会
話
(
初
級
B
)

基
礎
的
な
会
話
や
リ
ス
ニ
ン
グ
な
ど

を
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
講
師
が
教
え
ま

す
。
第
2
0
4
土
曜1
4
時3
0
分
◎
楽
し

い
午
後
の
英
会
話
(
中
級
)
身
近
な

出
来
事
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

や
リ
ス
ニ
ン
グ
、
役
立
つ
英
語
表
現
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
第
2
0
4
金
曜1
4
時

3
0
分
◎
コ
ツ
コ
ツ
進
め
る
フ
ラ
ン
ス
語

(
初
級
A
)
発
音
の
基
礎
を
踏
ま
え
、

日
常
会
話
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。
第

1
0
3
0
5
水
曜1
3
時
◎
楽
し
く
学
ぶ

ド
イ
ツ
語
会
話
(
初
級
A
)
日
常
生

活
で
使
う
表
現
や
簡
単
な
フ
レ
ー
ズ
を

理
解
し、
使
い
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

ド
イ
ツ
出
身
の
講
師
が
担
当
し
ま
す
。

第
2
9
4
金
曜1
8
時3
0
分
。

　
　
　
　
　
　

　

カ
ー
ド
の
種
類

一
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

ー
レ
ツ
ド
カ
ー
ド

-
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ドー
W
杯

-

(
船
橋
◎
H
Y
)
-

ト
)

一
時

)
く
)




